
マテリアリティ

目指す未来 データ価値創造ストーリー 価値創造の
仕組みと実践

価値創造を支える
ガバナンス
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主な会議体の開催回数と議題（2025年度）

 サステナビリティ推進体制

組織 開催回数 議題

サステナビリティ委員会 5回 ・マテリアリティに基づく環境・社会関連目標の進捗状況（PDCA管理）
・「東京建物グループ サステナビリティ方針」の制定

リスクマネジメント委員会 3回 ・対策優先リスク等に関する対策計画の報告
・2025年度リスクマネジメント活動計画の策定

 マテリアリティ特定プロセス長期ビジョンの実現に向けて、事業を通じて実現する社会との共有価値を意識し、「社会価値創出」と
「価値創造基盤」の観点から14の重要課題を特定しています。事業を通じて重要課題の解決に取り
組み、社会に与える正の影響を最大化させるとともに、負の影響の最小化を図ることで、企業として
の成長とともに、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

サステナビリティ推進体制図

取締役会

社長執行役員

サステナビリティ委員会

委 員 長：社長
委 員：�代表取締役、役付執行役員、コーポレートコミュニケーション部長、 

人事部長、経営企画部長、サステナビリティ推進部長、総務部長、 
経理部長、ビルエンジニアリング部長、その他委員長が指名する者

事 務 局：サステナビリティ推進部
事 務 局 補 佐：経営企画部
オブザーバー：常勤監査役

サステナビリティ推進協議会

事務局：サステナビリティ推進部・経営企画部

委員会での審議および報告事項の共有や事前協
議、当社グループが推進するサステナビリティの

取り組みの進捗状況の報告等

人権分科会

事務局：人事部・経営企画部

「東京建物グループ 人権方針」に基づく
取り組みの推進や取り組み状況の報告等

コーポレート部門各部・事業部門各部・グループ各社

監督付議・報告

2018年
❶ 事業につながる社会課題を幅広く捉えるため、SDGsをはじめとした社会課題か

ら、東京建物グループが検討すべき35項目の社会課題を抽出。

2019年
社会ニーズの大きさと事業との親和性の観点から、35項目の社会課題の重要度を
評価。マテリアリティを特定。

2021年

最新の社会情勢を踏まえ、外部専門家の助言や各種イニシアチブへの参画、ステー
クホルダーとのコミュニケーションを通して得た知見を活用したマテリアリティ改定
についての検討を実施。サステナビリティ委員会および取締役会における議論と妥
当性の確認を経て、承認。

 マテリアリティ
重要課題 社会との共有価値 SDGsへの貢献
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国際都市東京の競争力強化

「場の価値」と「体験価値」の創出

安全・安心な社会への貢献

コミュニティの形成・活性化

ウェルビーイング

顧客・社会の多様なニーズの実現

価値共創とイノベーション

テクノロジーの社会実装

不動産ストックの再生・活用

脱炭素社会の推進
地球環境との共生

循環型社会の推進
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従業員の成長と働きがいの向上
価値を創造する人材
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ガバナンスの高度化
サステナビリティ経営の実現

リスクマネジメントの強化

❷

❸

目標設定 ▼ 実行・推進 ▼ PDCA
サイクル モニタリング・評価 ▼ 活動の見直し




